
P
C
建
協
だ
よ
り

♯004
各
発
注
者
と
の

意
見
交
換
会
始
ま
る

　　
7
月
17
日
の
国
土
交
通
省
九
州
地
方
整

備
局
を
皮
切
り
に
全
国
８
地
方
整
備
局
と

北
海
道
開
発
局
及
び
沖
縄
総
合
事
務
局
、さ

ら
に
中
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
・
西
日

本
高
速
道
路
株
式
会
社
の
合
計
12
の
発
注

者
と
意
見
交
換
会
が
行
わ
れ
ま
す
。
８
月

末
ま
で
の
状
況
は
九
州
地
整
・
北
海
道
開
発

局
・
中
部
地
整
の
３
箇
所
、及
び
中
日
本
高

速
道
路（
株
）が
終
了
し
て
い
ま
す
。
今
後

10
月
末
に
か
け
て
残
り
の
６
地
方
整
備
局
、

沖
縄
総
合
事
務
局
、な
ら
び
に
西
日
本
高
速

道
路（
株
）と
順
次
開
催
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

国
土
交
通
省
と
の
意
見
交
換
会
は
、Ｐ
Ｃ

建
協
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
報
告
と
Ｐ
Ｃ

建
協
か
ら
の
提
案
を
行
い
、地
域
に
応
じ
て

内
容
を
変
え
て
行
っ
て
い
ま
す
が
、概
ね
以

下
の
よ
う
な
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

今
年
は
自
由
討
議
の
時
間
を
設
け
る
地
方

整
備
局
も
あ
り
ま
し
た
。

取
り
組
み
報
告

①
Ｐ
Ｃ
の
品
質
確
保
、
既
存
ス
ト
ッ
ク
の

　

長
寿
命
化
に
向
け
て

②
Ｐ
Ｃ
建
協
の
災
害
支
援
体
制

③
技
能
労
働
者
の
賃
金
等
へ
の
取
り
組
み

提
案
事
項

①
一
括
審
査
方
式
の
効
果
的
な
導
入
を

②
保
全
・
補
修
に
お
け
る
Ｐ
Ｃ
の
専
門
技
術

　

を
効
果
的
に
活
用
す
る
方
策

③
品
質
確
保
に
向
け
た
設
計
へ
の
専
門

　

技
術
を
活
か
す
方
策

④
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
Ｐ
Ｃ
構
造
の
活
用
に

　

向
け
た
方
策

平
成
25
年
度
第
1
回

定
時
総
会
開
催
さ
れ
る

　

P
C
建
協
は
、一
般
社
団
法
人
と
な
っ

て
初
め
て
迎
え
た
第
１
回
定
時
総
会
が
、

５
月
16
日
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
私
学

会
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
則

久
会
長
は
開
会
挨
拶
の
中
で
、
国
土
交

通
省
よ
り
「
技
能
労
働
者
へ
の
適
切
な
賃

金
水
準
の
確
保
に
つ
い
て
」
と
し
て
要
請

が
あ
っ
た
件
を
、
昨
今
の
建
設
産
業
が
置

か
れ
た
厳
し
い
状
況
を
脱
す
る
た
め
に

も
大
変
重
要
な
取
組
み
で
あ
る
と
認
識

し
、
可
能
な
限
り
の
取
組
み
を
進
め
る
こ

と
を
理
事
会
で
決
議
し
た
と
報
告
、会
員

企
業
へ
の
適
切
な
対
応
を
促
し
ま
し
た
。

総
会
で
は
、「
平
成
24
年
度
事
業
報
告
及

び
決
算
報
告
」
が
審
議
さ
れ
、
無
事
承
認

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

総
会
終
了
後
開
催
し
た
東
京
大
学
小

澤
一
雅
教
授
に
よ
る
特
別
講
演
「
総
合
評

価
落
札
方
式
の
現
状
・
課
題
と
将
来
展

望
」
に
は
、
１
０
０
名
を
超
え
る
会
員
が

聴
講
し
、
そ
の
後
の
懇
親
会
は
、
佐
藤
国

交
省
事
務
次
官
を
始
め
数
多
く
の
ご
来

賓
の
出
席
を
得
、
盛
会
裏
に
幕
を
閉
じ
ま

し
た
。
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施
し
ま
し
た
。

　

現
場
見
学
は
、
プ
レ
グ
ラ
ウ
ト
横
締

め
鋼
材
や
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
塗
装
鉄
筋
が

配
置
さ
れ
た
側
径
間
閉
合
部
や
、
施
工

前
の
中
央
閉
合
部
の
状
態
、
ワ
ー
ゲ
ン

の
解
体
状
況
を
見
学
し
ま
し
た
。
特

に
桁
内
部
の
状
況
、
施
工
目
地
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
打
継
ぎ
面
処
理
、
ワ
ー
ゲ
ン

の
構
造
に
は
興
味
を
持
た
れ
た
様
子
で

し
た
。

現
場
見
学
会
開
催

　

平
成
25
年
5
月
10
日
、
土
木
系
学
生

を
対
象
と
し
た
現
場
見
学
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
金
沢
大
学
理
工
学
域
環

境
デ
ザ
イ
ン
学
類
４
年
生
30
名
、
石
川

工
業
高
等
専
門
学
校
環
境
都
市
工
学

科
４
年
生
37
名
、
引
率
教
員
他
８
名
の

総
勢
75
名
で
来
場
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
場
は
、
平
成
25
年
3
月
末
に
全

線
無
料
化
さ
れ
た
「
の
と
里
山
海
道

（
旧
：
能
登
有
料
道
路
）」
の
４
車
線

化
工
事
の
一
環
で
、
石
川
県
発
注
の
内

灘
海
浜
橋
（
石
川
県
河
北
郡
内
灘
町
：

Ｌ
＝
1
6
1
ｍ
、
Ｐ
Ｃ
３
径
間
連
続

ラ
ー
メ
ン
箱
桁
橋
）で
す
。
施
工
は
、１

工
区
を
ピ
ー
エ
ス
三
菱
・
日
本
海
建
設

J
V
、２
工
区
を
オ
リ
エ
ン
タ
ル
白
石
・

麝
香
重
機
建
設
J
V
が
担
当
し
て
い

ま
す
。

　

本
工
事
は
、
海
岸
線
に
近
接
か
つ
供

用
中
の
道
路
に
隣
接
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
当
時
の
状
況
は
、
片
持
架
設
が
完

了
し
ワ
ー
ゲ
ン
を
解
体
中
、
お
よ
び
側

径
間
閉
合
部
の
施
工
中
で
し
た
。

　

見
学
に
先
立
っ
て
、
Ｐ
Ｃ
技
術
全
般

の
紹
介
、
現
場
概
要
、
塩
害
対
策
と
し

て
使
用
さ
れ
て
い
る
材
料
の
ポ
リ
エ
チ

レ
ン
シ
ー
ス
、
定
着
装
置
、エ
ポ
キ
シ
樹

脂
塗
装
鉄
筋
の
説
明
を
し
ま
し
た
。
ま

た
、
現
場
内
で
は
、
パ
ネ
ル
展
示
も
実

京
都
で
国
際
会
議

S
C
M
T
3
が
開
催
さ
れ
る

　

平
成
25
年
８
月
18
日
か
ら
21
日
に

か
け
て
京
都
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
に
お

い
て
第
３
回
持
続
可
能
な
社
会
と
建

設
可
能
な
技
術
に
関
す
る
国
際
会
議

（3rd International Conference on 
Sustainable Construction M

aterials 
&

 Technologies

）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
議
に
は
、40
ケ
国
か
ら
約
4
8
0
名
、技

術
展
示
に
は
、17
グ
ル
ー
プ
の
参
加
が
あ
り

盛
況
で
し
た
。

　

Ｐ
Ｃ
建
協
か
ら
は
、
国
土
技
術
政
策
総

合
研
究
所
と
の
共
同
研
究
、
お
よ
び
土
木

研
究
所
と
の
共
同
研
究
に
関
す
る
合
計
４

編
の
論
文
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

技
術
展
示
で
は
、
土
木
研
究
所
と
の
共
同

研
究「
低
炭
素
型
セ
メ
ン
ト
結
合
材
の
利

用
技
術
に
関
す
る
研
究
」に
関
す
る
活
動

内
容
、お
よ
び「
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
部
材
の
使

用
に
よ
る
環
境
負
荷
の
低
減
」に
関
す
る
技

術
紹
介
の
パ
ネ
ル
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
展
示

し
ま
し
た
。

　

20
日
夜
に
開
催
さ
れ
た
懇
親
会
で
は
、

あ
で
や
か
な
舞
子
さ
ん
に
よ
る
芸
や

英
語
に
よ
る
落
語
な
ど
の
余
興
も
あ
り

「
日
本
の
お
も
て
な
し
文
化
」
に
外
国
か

ら
の
参
加
者
も
大
変
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。

展示懇親会
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平
成
25
年
度
第
3
回

P
C
建
協
業
務
報
告
会
開
催

　

７
月
18
日
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
に
お

い
て
、
平
成
25
年
度
第
３
回
Ｐ
Ｃ
建
協
業

務
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
報
告

会
は
、三
年
前
よ
り「
会
員
各
社
の
共
益
の

確
保
」を
目
的
と
し
て
、協
会
活
動
の
成
果

を
会
員
全
体
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
た
め

実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。
今
回
は
、新
た

な
取
り
組
み
と
し
て
、支
部
や
部
会
の
活
動

を
紹
介
す
る
ポ
ス
タ
ー
展
示
、
Ｐ
Ｃ
板
等

の
模
型
展
示
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
国
土
交
通
省
の
前
川
道
路
局

長
の
ご
挨
拶
の
後
、Ｐ
Ｃ
建
協
の
４
つ
の
研

究
成
果
に
つ
い
て
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
、特
別
講
演
と
し
て「
構
造
物
の

デ
ザ
イ
ン
と
は
何
か
」と
題
し
て
、佐
々
木

葉
早
稲
田
大
学
創
造
理
工
学
部
教
授
に
ご

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
多
く
の
ご
来
賓
を
は
じ
め

会
員
企
業
、賛
助
会
員
企
業
を
含
め
、総
勢

１
７
６
名
と
な
り
ま
し
た
。

グ
ラ
ウ
ト
施
工
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

改
訂
、グ
ラ
ウ
ト
研
修
会
の
案
内

　
「
Ｐ
Ｃ
グ
ラ
ウ
ト
＆
プ
レ
グ
ラ
ウ
ト
Ｐ
Ｃ

鋼
材
施
工
マ
ニ
ュ
ア
ル
」を
７
年
ぶ
り
に
改
訂

し
、８
月
に
発
刊
し
ま
し
た
。
今
回
は
、Ｐ
Ｃ

工
学
会「
Ｐ
Ｃ
グ
ラ
ウ
ト
の
設
計
施
工
指
針
」

の
昨
年
12
月
の
改
訂
を
受
け
、そ
の
内
容
に

整
合
す
る
よ
う
に
し
た
も
の
で
す
。
実
物
大

試
験
の
位
置
付
け
や
、残
留
空
気
を
よ
り
確

実
に
排
出
さ
せ
る
た
め
の
注
入
手
順
の
標
準

化
及
び
真
空
ポ
ン
プ
併
用
Ｐ
Ｃ
グ
ラ
ウ
ト
施

工
法
の
解
説
等
を
新
し
く
盛
り
込
み
ま
し
た
。

本
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
活
用
さ
れ
、信
頼
あ
る
Ｐ
Ｃ

グ
ラ
ウ
ト
の
施
工
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、平
成
８
年
度
よ
り
グ
ラ
ウ
ト
施
工

技
術
の
向
上
を
目
指
し
て
、グ
ラ
ウ
ト
研
修

会
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
受
講
者
に
は
受

講
修
了
証
を
発
行
し
、グ
ラ
ウ
ト
施
工
時
に

は
携
帯
す
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
テ
キ
ス
ト
と
し
て
使
用
す
る
、前

述
の「
Ｐ
Ｃ
グ
ラ
ウ
ト
＆
プ
レ
グ
ラ
ウ
ト
Ｐ

Ｃ
鋼
材
施
工
マ
ニ
ュ
ア
ル
」発
刊
後
に
開
催
を

予
定
し
た
た
め
、例
年
よ
り
開
催
時
期
が
遅

く
な
り
ま
し
た
。
受
講
希
望
者
は
受
講
希

望
会
場
、日
時
を
確
認
の
上
、申
込
く
だ
さ
い
。

各
支
部
開
催
予
定

●
北
海
道
：
平
成
25
年
９
月
20
日（
金
）

　
　
　
　
　

Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
札
幌

●
東　

北
：
平
成
25
年
９
月
20
日（
金
）

　
　
　
　
　

ハ
ー
ネ
ル
仙
台

●
中　

部
：
平
成
25
年
９
月
28
日（
土
）

　
　
　
　
　

ウ
ィ
ル
あ
い
ち

●
中　

国
：
平
成
25
年
９
月
24
日（
火
）

　
　
　
　
　

広
島
西
区
民
文
化
セ
ン
タ
ー

※
受
講
に
は
、
受
講
資
格
が
必
要
で
す
。
申
込

方
法
、受
講
料
等
、詳
細
は
各
支
部
事
務
局
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

会場風景

佐々木教授特別講演

半透明シースにより高粘性型および超低粘性型ＰＣグラウトの充填状
況を目視確認している様子。

平
成
25
年
度

第
２
回
P
C
工
事
技
能
実
習
開
催

　

平
成
25
年
6
月
11
日
か
ら
6
月
14
日

ま
で
の
4
日
間
、
静
岡
県
富
士
宮
市
の
富

士
教
育
訓
練
セ
ン
タ
ー
で
第
2
回
Ｐ
Ｃ

工
事
技
能
実
習
が
若
手
技
術
者
を
対
象

に
受
講
者
19
名
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

実
習
は
緊
張
工
と
Ｐ
Ｃ
グ
ラ
ウ
ト
工
の

作
業
方
法
と
品
質
管
理
方
法
、ま
た
測
量

工
の
基
礎
知
識
に
つ
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

受
講
者
に
と
っ
て
は
、
Ｐ
Ｃ
ケ
ー
ブ
ル
の

破
断
状
況
の
確
認
や
デ
ィ
テ
ン
シ
ョ
ニ
ン

グ
、
Ｐ
Ｃ
グ
ラ
ウ
ト
実
物
大
試
験
に
よ
る

充
填
確
認
な
ど
貴
重
な
経
験
を
積
む
機

会
に
な
り
ま
し
た
。
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「
Ｐ
Ｃ
工
事
に
係
る
労
務
賃
金

改
善
等
推
進
要
綱
」の
策
定

　

Ｐ
Ｃ
建
協
と
Ｐ
Ｃ
工
事
業
協
会
は
、８

月
１
日「
Ｐ
Ｃ
工
事
に
係
る
労
務
賃
金
改
善

等
推
進
要
綱
」を
定
め
、連
携
し
推
進
し
て

い
く
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、Ｐ

Ｃ
工
事
に
お
け
る
技
能
労
働
者
の
適
切
な

賃
金
水
準
の
確
保
及
び
適
正
な
法
定
福
利

費
の
確
保
に
よ
る
社
会
保
険
の
加
入
を
促

進
す
る
た
め
、（
一
社
）日
本
建
設
業
連
合
会

が
取
り
ま
と
め
た「
労
務
賃
金
改
善
等
推
進

要
綱
」を
基
本
に
、Ｐ
Ｃ
建
協
と
Ｐ
Ｃ
工
事

業
協
会
の
連
携
に
よ
る
独
自
の
取
り
組
み

を
加
え
て
、推
進
す
る
こ
と
に
し
た
も
の
で

す
。
具
体
的
に
は
、会
員
企
業
に
実
施
方
法

を
示
し
た
要
領
書
を
配
布
し
、適
切
な
労
務

賃
金
の
支
払
い
の
要
請
、労
務
賃
金
の
改
善

状
況
を
把
握
す
る
状
況
調
査
、協
力
企
業
へ

の
社
会
保
険
等
加
入
促
進
、
適
正
な
受
注

活
動
の
徹
底
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、Ｐ
Ｃ
工
事
業
協
会
会
員
企
業
に

対
し
、
Ｐ
Ｃ
建
協
の
取
り
組
み
に
適
切
に

対
処
す
る
よ
う
指
導
す
る
と
と
も
に
、
労

務
賃
金
及
び
社
会
保
険
の
加
入
状
況
に
つ

い
て
の
全
体
動
向
を
把
握
す
る
た
め
、公
共

事
業
労
務
費
調
査
に
基
づ
く
労
務
賃
金
等

の
と
り
ま
と
め
を
実
施
し
ま
す
。

　

両
協
会
で
は
、「
技
能
労
働
者
の
処
遇
等

に
関
す
る
連
絡
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す
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　「PC構造物の宝庫、沖縄」いかがでしたか。今回は、梅雨明けの暑い沖縄に行き、沖縄独特の気候に上手く対応した先人たちの知恵、ユ
ニークで独創的なデザインを取り込んだ構造物等４件を紹介しています。どれも青い海、青い空が背景となり、前回のPC発祥の北陸地方と
は違った印象になったと思います。
　「PCのニューフェイスたち」では、平成24年度に完成した構造物のうち、選考会で白熱した議論の末、特徴ある14件に絞り込み紹介してい
ます。PCプレスを通じてプレストレストコンクリートのファンが増えることを期待しています。（白）

編集後記

木下 賢司（編集委員長）、　樫福 浄（編集副委員長）、　有馬 浩史、　竹本 伸一、　鈴木 義晃、　的場 純一
松嶋 憲昭、　小山 康寛、　髙松 正伸

編集委員会

PC建協・PC工事業協会の「PC工事に係る労務賃金改善等推進要綱」の基本スキーム
平成２５年８月１日　ＰＣ建設業協会・ＰＣ工事業協会

 情報・認識の共有
 推進方策を協議

公共事業労務費調査
のとりまとめ

①

③

②

労務単価調査

PC工事業協会

会員企業（PC建協） 

会員企業
（PC工事業協会） 

独自の取り組み（上乗せ）

独自の取り組み（上乗せ）
について

①PC工事業協会は、会員
　企業の指導

② PC工事業協会会員企
　業が公共工事労務費調
　査を受けた場合の調査
　票のとりまとめ（集計）

③ PC 建 協と PC 工 事 業
　協会の連絡会議により
　情報と状況認識の共有、
　取り組みの推進方策協議
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